





































































































































































































































西 野 清 治
今年度は､下記の二人の先生に講演をしていただくことができました｡無理を言ってお願いした
にもかかわらず､お二人の先生ともこころよくお引き受けくださいました｡深く感謝いたします｡
また､講演会に参加してくださった皆様､大変ありがとうございました｡以下に､講演内容を簡単
に紹介させていただきます｡
第一回目 ｢サンスクリット､
湯田先生は､今年 『ウパニシャッド- 翻訳お
よび解説-』(大東出版社)を出版され､それに
より第36回日本翻訳出版文化賞を受賞された｡そ
こで､今回､先生のご研究の周辺で､何か言葉を
中心にすえたお話をしていただけないかというこ
とをお願いした｡講演では､おもにサンスクリッ
ト語について､できるだけ易 しく話していただい
た｡私自身､サンスクリット語を勉強したことが
ないので､ここで先生のお話を正確に報告するこ
とはできない｡ごくおおまかなまとめになってし
まうが､先生は､まず､サンスクリット語の音韻
とシンタクスについて解説された｡そして､それ
と平行するような形で､百科事典の中に掲載され
ているサンスクリット語に関する記述について､
批判等も交えながら解説された｡｢サンスクリッ
およびサンスクリットの文献｣
湯田 豊 (神奈川大学教授)
10月25日(A) 参加者約15名
卜語がインドヨーロッパ語の祖語であるというの
は間違いである｡｣ということや､｢サンスクリッ
ト語は､ヴェ-ダ語の方言であり､文法家によっ
て規範化され､洗練されてできたものである｡｣
というようなことを指摘された.
私自身､サンスクリット語はギリシア語やラテ
ン語の親戚のようなものであるという認識をもっ
ていたので､サンスクリット語の表記もアルファ
ベット形式でなされるものだと思いこんでいたと
ころ､1つの文字が 1つの音節を表すのだという
ことを知り､日本語の ｢あいうえお｣と同じでは
ないかと思い､驚いた｡後で先生に聞いたところ
によれば､日本語の50音はサンスクリット語の表
記法を手本にして作られたということであった｡
第二回目 ｢意味研究への道｣
国広 哲弥 (神奈川大学名誉教授､東京大学名誉教授)
11月29日(水) 参加者約20名
国広先生は､自分がなぜ言葉の研究 ･意味の研 究の道に進むようになったのかということから始
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めて (これは一部の所員から聞きたいという要望
があったテーマである)､先生がたどりついた現
象素という考え方までを､具体的な例を交えなが
ら､話された｡
先生は旧制高校時代に､英語を週に9時間､中
国語を3時間学んだという｡そのときの英語の先
生に教えられた英文解釈の仕方や､中国語の先生
が実践していた､返り点を使わない独自な読み方
などに強い刺激を受けたという｡また､東大時代
には､恩師にあたられる服部先生の意味論に強い
興味を覚えたという｡国広先生は､当時全盛だっ
た構造主義的な考え方をそのまま受け入れること
なく､一見多義語に見えるような語の裏側に隠れ
ている1つの核になるようなものを追求したいと
考えた｡そして､現象素 (プロトタイプとはまた
違うらしい)と先生が呼ぶものの存在を､独自に
提唱するに至った｡これは､いま広 く行われてい
る認知意味論に通ずるものである｡そして､現象
素という考え方に基づいて､いろいろな分析をし
てみせてくれた :テンス ･アスペクトに関しては､
日本語の ｢る｣や英語の現在形は ｢現在｣という
意味を持たない｡それらは単に ｢未完了｣ しか表
さず､テンスに関しては白紙のような状態であり､
テンスが何であるのかを決めるのは他の要素であ
る ;｢かける｣という多義語の意味の分析は､あ
る対象物に何かを投げつけるというたった1つの
現象素を想定 し､その投げつけたものが対象物に
どの程度到達しているかの度合いによって､いく
つもの意味がその現象素から導きだせるというよ
うな具合にすることができる､等｡その他にも､
いろいろ興味ある分析をしてみせてくれた｡
パーフェクトテレビ設置
パーフェクトテレビの放送を録画編集した
ものを教室で教材として使用したいとの希望
を受け､言語研究センターでは平成十二年度
新規事業として三学科の各共同研究室に受信
設備を置くことができた｡パーフェクトテレ
ビ設置の趣旨はあくまでも無尽蔵の生きた教
材として放送を利用することにある｡したがっ
て英語はBBC､スペイン語はTVEを中国
語は大富を各共同研究室で受信し､センター
ではもし同時間帯に録画の必要がある場合の
補助処置としてCNNとIPC(中南米放送)
の二局を受信している｡例えばスペイン語学
科でTVEを英語学科でBBC録画時間中に
IPCやCNNの録画も必要となった場合に
センターを利用 して貰いたい｡
予算の都合で各学科とも平成十三年四月か
らの受信契約となる予定だがセンターでは一
足先にすでに上記二局は受信できる体制にあ
る｡事実､中南米放送のIPCはすでにセン
ターで毎日終日録画を行い､それを学生が視
聴覚室で見ることが出来るよう配慮している
が利用学生の数は増える一方である｡
受信契約費用の予算獲得に困難が予想され
るのは承知だが､せっかくの設備であるから
各学科共に有効かつ最善の利用をしていただ
ければセンターとしては幸いである｡
(所長)
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